クズのつる工作物の防虫・防カビレシピ
クズの茎や蔓で作った工作物を長持ちさせるための、ご家庭でできる簡単な処理方法です。茎の中に隠れた虫や卵も、この方法なら安全に退治できます。
用意するもの
1. 布団圧縮袋（工作物が入る大きさ）
1. 使い捨てカイロ … 1個（袋の大きさに応じて調整）
1. 乾燥剤（シリカゲル） … 50〜100g程度
1. 茶葉・だし用の煮出しパック（粒状や粉末状の乾燥剤を入れる）
1. 掃除機（圧縮袋の空気を抜くため）
手順
1. 準備：工作物についた土やゴミを軽く払い落とします。
1. 袋に入れる：布団圧縮袋に工作物を入れ、その周りに使い捨てカイロ（未開封のまま）とだしパックに詰めた乾燥剤を配置します。
1. カイロを発熱させる：カイロの外袋を開けて、袋の中に戻します。カイロが発熱を始めます。
1. 空気を抜く：圧縮袋のチャックをしっかり閉じ、掃除機で空気を抜きます。袋がピタッと密着すればOKです。あまり強く圧縮すると工作物が押し潰され型崩れしてしまいます。
1. 放置：そのまま2週間以上、風通しの良い場所で保管します。
1. 完了：袋を開けて工作物を取り出し、風通しの良い場所で1日ほど乾かせば完成です。
なぜ効くの？
使い捨てカイロは、温まるときに袋の中の酸素を吸収します。酸素がなくなると、茎の中に隠れている虫や卵も窒息して生きられなくなり、カビ胞子の発芽も停止します。同時に乾燥剤が湿気を吸い取るので、カビの発生成長も防げます。殺虫剤を使わない安全な方法です。
注意事項
1. カイロは発熱するので、燃えやすいものの近くに置かないでください。
1. 処理中は袋を開けないでください。密封しないと酸素が入って効果が弱まります。
1. 処理後も高温多湿を避けて保管すると、より長持ちします。
1. 工作物が大きい場合は、カイロの数を増やしてください。
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